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減価償却：理論的償却率による定率法 
 

 使用、時の経過あるいは陳腐化などの原因により徐々に減価する固定資産（減価償却資産）に

適用される費用配分の手続き。 減価償却資産の減価に対応して、当該資産の取得原価から残存

価額を差し引いた額（要償却額）をその耐用年数の各期間にわたり費用として配分する会計上の

手続き。各期間に配分された費用が減価償却費。 

 

 ◇定率法の理論的償却率＝＝1 - 耐用年数√(残存価額/取得原価） 

定率法による減価償却
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帳簿価額 減価償却費 償却累計額

帳簿価額 2000 1482 1099 814 603 447 331 246 182 135 100 

減価償却費 0 518 384 284 211 156 116 86 64 47 35 

償却累計額 0 518 901 1186 1397 1553 1669 1754 1818 1865 1900 
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条件：取得原価2000、耐用年数10年、残存価額5％、減価償却率=1-耐用年
数√(残存価額/取得原価)=0.259

 

定率法による減価償却
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帳簿価額 減価償却費 償却累計額

帳簿価額 2000 935 437 205 96 45 21 10 5 2 1 

減価償却費 0 1065 498 233 109 51 24 11 5 2 1 

償却累計額 0 1065 1563 1795 1904 1955 1979 1990 1995 1998 1999 
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条件：取得原価2000、耐用年数10年、残存簿価 1、減価償却率＝1- 耐用
年数√(残存価額/取得原価)=0.532

 


